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しゃれブル･ギター･トーナメント
コード進行に対するアプローチ_上級編
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ダイアトニック･コード時は
各コードの構成音を意識した上で
コード間のつなぎ (導音など )を
取り入れたフレーズを心がけたいところ

Ｂmペンタ

Ｇmペンタで泥臭く締めたいところ

Ａミクソリディアン
Ａリディアン 7th

Ｇmペンタでヨゴし！

ドミナント 7th コード
時のジャジィなスケール

各コードのメジャー＆マイナー･ペンタなども使用可能ですが、
次にくるb cがＧメジャー･スケール上のダイアトニック･コード中心なので、
その対比としてここはＧマイナー･ペンタを中心としたブルージィなプレイがオススメ
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ここに紹介するアプローチは、「そういう手法もあり得る」という代物なので、
複雑に弾けば良いというものでは決してありません。が、挑戦することで
音に対する解像度を上げる効果はあるので、取り組んで損は無いと思います。

Ａミクソリディアン
Ａリディアン 7th

Ｂmペンタ
(=D△ペンタ )Ｂmペンタ

ドミナント 7th コード
時のジャジィなスケール

Ｅハーモニック･マイナーなど

Ⅱ7

無理にAYリディアン 7th スケールなど弾かずに、
リードに対するバッキングの返し（=レスポンス）と位置づけ
空けておくと、センス良いプレイに映りやすい

Ｇ△ペンタのＧ音を
Ｆ♯音に変更したスケール
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